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大
和
小
学
校
で
は
か
意
志
が
強
く
た

く
ま
し
い
子
供
u

を
育
て
る
た
め
に
、

十
年
前
か
ら
「
回
っ
て
走
れ
L

を
合
言

葉
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
走
る
マ
ラ
ソ
ン
を

続
け
て
い
ま
す
。

最
初
は
、
三
分
間
で
ト
ラ
ッ
ク
を
四

周
す
る
程
度
の
も
の
か
ら
は
じ
め
、
徐
々

に
工
夫
を
加
え
て
、
昭
和
五
十
二
年
度

か
ら
は
児
童
の
健
康
管
理
を
考
慮
し
、

走
る
時
間
を
季
節
に
応
じ
て
、
十
分
間
、

五
分
間
、
八
分
間
と
い
う
よ
う
に
調
節

し
、
児
童
一
人
一
人
が
自
分
の
ベ
l
ス

で
走
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

走
行
距
離
は
、
記
録
カ
l
ド
と
磁
石

板
で
記
録
し
、
十
万
灯
、
二
十
万
引
を

走
っ
た
児
童
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
「
マ
イ
ペ
ー
ス
賞
し
を
新
設
し
て
、

長
期
に
わ
た
っ
て
自
己
の
ベ

l
ス
を
守

っ
て
走
り
続
け
た
児
童
も
表
彰
す
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

五
十
三
年
度
か
ら
は
走
る
時
間
を
六

分
三
十
秒
と
し
て
、
先
進
校
な
ど
も
視

察
し
、
「
は
だ
か
・
は
だ
し
」
で
走
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

天
気
が
よ
い
日
は
、
毎
日
午
後
一
時

二
十
分
に
な
る
と
、
軽
快
な
テ
l
マ
の

音
楽
が
流
れ
、
こ
れ
に
あ
わ
せ
て
児
童

も
職
員
も
全
員
が
は
だ
し
に
な
り
、
男

子
は
上
半
身
は
だ
か
に
な
っ
て
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
飛
び
出
し
ま
す
。

身
を
切
る
よ
う
な
北
風
の
寒
い
目
、

炎
暑
で
汗
の
流
れ
お
ち
る
目
、
花
吹
雪

の
舞
う
日
で
も
、
心
を
ひ
と
つ
に
し
て

刀
意
志
の
強
い
、
た
く
ま
し
い
子
供
H

を
育
て
よ
う
と
い
う
大
き
い
目
標
の
た

め
に
走
り
続
け
て
い
ま
す
。

H

回
っ
て
走
れ
H

は
大
和
小
学
校
教

育
の
目
玉
で
も
あ
る
の
で
す
。
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一
般
会
計
に
今
回
、
一
億
三
百
八
万

八
千
円
が
補
正
さ
れ
、
同
会
計
予
算
総

額
は
三
十
五
億
七
千
八
十
一
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

今
回
補
正
さ
れ
た
予
算
の
お
も
な
使

い
み
ち
は
、
次
の
通
り
。

議
会
費
町
議
会
議
員
の
一
般
選
挙

に
よ
っ
て
生
じ
た
報
酬
な
ど
の
不
足
分

九
十
九
万
九
千
円
。

総
務
費
町
例
規
集
の
追
録
代
ほ
か

で
百
二
十
八
万
円
。
過
疎
パ
ス
の
補
助

金
不
足
分
四
十
万
円
。
納
税
組
合
に
交

付
す
る
事
務
費
交
付
金
の
不
足
分
四
十

二
万
九
千
円
。
農
業
委
員
会
の
選
挙
が

無
投
票
と
な
っ
た
た
め
百
六
万
八
千
円

を
減
額
。

長
浜
町
議
会
第
四
固
定
例
会
は
、
昨

年
十
二
月
十
六
日
か
ら
十
八
日
ま
で
の

三
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
議
会
に
上
程
さ
れ
審
議
さ
れ
た

も
の
は
、
前
年
度
一
般
会
計
、
各
特
別

会
計
の
決
算
、
今
年
度
会
計
の
補
正
予

算
、
長
浜
町
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
地
建

設
基
本
構
想
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て

の
案
件
な
ど
、
町
か
ら
提
出
し
た
十
六

件
の
議
案
、
陳
情
文
書
な
ど
議
会
か
ら

報
告
さ
れ
た
八
件
の
報
告
案
件
で
、
い

ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
あ
る
い
は
受
理

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
、
五
人
が
十
六
件
の
質

問
を
行
な
い
ま
し
た
。

可
決
、
受
理
採
択
さ
れ
た
こ
と
や
、

一
般
質
問
の
う
ち
、
わ
も
な
も
の
の
内

容
は
次
の
通
り
。

民
生
費
保
育
所
の
措
置
基
準
の
引

き
上
げ
に
よ
る
食
糧
費
九
十
九
万
八
千

円
。
児
童
手
当
額
改
定
に
よ
る
三
十
万

九
千
円
。

衛
生
費
成
人
病
検
診
や
貧
血
検
査

の
委
託
料
が
不
用
と
な
っ
た
の
で
五
十

万
円
を
減
額
。
豊
茂
診
療
所
と
櫛
生
診

療
所
の
医
薬
材
料
代
五
十
万
円
。

水
道
費
水
道
事
業
会
計
へ
の
負
担

金
や
貸
付
金
、
簡
易
水
道
へ
の
繰
出
金

あ
わ
せ
て
一
千
六
十
一
万
九
千
円
。

農
林
水
産
業
費
重
点
作
物
等
特
別

推
進
事
業
を
農
協
に
委
託
し
て
実
施
す

る
委
託
料
三
十
二
万
円
。
地
域
養
蚕
集

落
再
編
対
策
事
業
や
中
晩
柑
類
追
熟
装

置
設
置
事
業
に
対
す
る
補
助
金
百
七
十

九
万
四
千
円
。
小
山
農
道
、
県
単
土
地

改
良
事
業
費
あ
わ
せ
て
三
百
六
十
一
万

三
千
円
。
し
い
た
け
計
画
生
産
産
地
整

備
事
業
へ
の
補
助
金
な
ど
で
二
百
六
十

二
万
二
千
円
。
出
石
寺
線
の
作
業
林
道

開
設
費
な
ど
。

土
木
費
大
谷
口
地
区
の
工
事
請
負

費
。
町
道
上
老
松

1
一
ノ
瀬
線
ほ
か
九

路
線
の
舗
装
改
良
の
工
事
請
負
費
。
県

営
工
事
費
で
は
長
浜

1
保
内
線
ほ
か
の

負
担
金
。
漁
協
前
の
タ
ラ
ッ
プ
の
補
修

工
事
費
な
ど
。

教
育
費
喜
多
灘
小
屋
内
体
育
館
防

球、不
y
ト
ほ
か
の
五
十
五
万
円
。

冬
期
給
水
対
策
と
し

て
の
修
繕
料
な
ど

特
別
・
事
業
会
計

港
湾
施
設
特
別
会
計
水
道
・
お
よ
び

電
気
工
事
の
不
足
分
あ
わ
せ
て
十
一
万

円。
水
道
事
業
会
計
電
力
料
金
の
値
上

が
り
に
よ
る
不
足
分
な
ど
。

ヱ
業
用
水
道
事
業
会
計
電
力
料
金

の
値
上
が
り
に
よ
る
不
足
分
百
三
十
万

円
。
大
和
橋
改
良
工
事
に
伴
う
工
事
費

を
十
八
万
二
千
円
減
額
、
設
計
委
託
料

三
一
十
四
万
六
千
円
を
補
正
。

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
会
計

新
築
二
件
、
改
修
一
件
、
用
地
取
得
一

件
の
追
加
申
し
込
み
が
あ
り
一
千
八
百

五
十
二
万
五
千
円
。

簡
易
水
道
事
業
会
計
電
力
料
不
足

額
、
冬
期
給
水
対
策
と
し
て
の
修
繕
料

な
ど
あ
わ
せ
て
三
百
三
十
四
万
一
千
円
。

出
海
下
水
道
新
設
に
よ
る
布
設
替
工
事

分。

総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー

基
地
建
設
基
本
構

想
を
可
決

長
浜
町
振
興
計
銅
基
本
構
想
と
あ
い

ま
っ
て
、
長
浜
臨
海
部
に
お
け
る
総
合

エ
ネ
ル
ギ
ー
基
地
建
設
に
つ
い
て
基
本

的
事
項
を
定
め
、
将
来
に
お
け
る
本
町

発
展
の
方
向
を
明
示
す
る
こ
と
を
日
的

に
策
定
し
た
総
合
工
、
不
ル
ギ
l
基
地
建

設
基
本
構
忽
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
基
本
構
想
は
、
臨
海
部
に
用
地

を
造
成
し
、
丘
地
予
定
企
業
は
石
炭
火

力
発
電
所
、

L
P
G
、
石
油
製
品
等
備

蓄
供
給
関
係
企
業
の
ほ
か
、
木
工
業
を

主
と
し
た
地
場
産
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
立
地
企
業
群
の
建
設
に
伴
う

貨
物
取
扱
量
の
増
大
、
人
出
港
船
舶
の

大
型
化
に
対
応
し
て
、
現
在
の
港
湾
区

域
を
大
幅
に
拡
張
す
る
と
と
も
に
、
長

浜
港
が
重
要
港
湾
に
指
定
さ
れ
る
よ
う

国
、
県
に
要
望
す
る
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。そ
の
ほ
か
町
民
の
快
適
な
生
活
環
境

を
維
持
す
る
た
め
、
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
、

体
育
館
、
庁
舎
、
町
民
会
館
な
ど
の
公

共
施
設
を
整
備
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す。
事
業
は
現
在
の
と
こ
ろ
町
土
地
開
発

公
社
が
主
体
と
な
っ
て
行
な
う
予
定
で

あ
り
、
町
に
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
地
建

設
対
策
班
(
仮
称
)
を
新
設
し
、
環
境

ア
セ
ス
メ
ン
ト
や
各
種
基
礎
調
査
等
を

行
な
っ
て
総
合
的
に
対
応
さ
せ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

林
構
林
道
叶
松

1
足
山
線

請
負
契
約
の
変
更

昭
和
五
十
六
年
度
林
構
林
道
叶
松

1

足
山
線
新
設
工
事
は
、
工
事
内
容
訂
正

に
よ
り
補
助
対
象
工
事
費
ま
で
引
き
上

げ
て
、
三
千
八
百
七
十
一
万
二
千
円
で

株
式
会
社
-
宮
工
務
自
と
、
変
更
契
約

を
締
結
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
え
。

陳

情

文

書

3
件

い
ず
れ
も
受
理
採
択

長
浜
中
…
下
校
P
T
A
会
長
般
川
和
夫

さ
ん
ほ
か
役
職
げ
は
一
同
か
ら
提
出
さ
れ

て
い
た
「
長
一
山
中
乍
校
特
別
教
室
廊
下

側
の
改
修
枚
び
に
体
育
合
庫
改
築
に
つ

い
て
」
マ
長
浜
町
観
光
協
会
会
長
明
間

定
市
さ
ん
か
ら
の
「
み
だ
り
に
ご
み
を

捨
て
な
い
マ
ナ
の
定
着
に
つ
い
て
し

マ
後
藤
熊
市
さ
ん
ほ
か
五
人
か
ら
の
「
喜

多
灘
漁
港
第
七
次
改
修
事
業
計
画
実
施

方
に
つ
い
て
」
|
|
以
上
三
件
の
陳
情

文
書
は
い
ず
れ
も
受
理
採
択
、
町
埋
事

行
に
送
付
し
て
善
処
方
を
求
め
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

大
洲
・
喜
多
衛
生
事
務
組

合
規
約
の
一
部
を
改
正

昭
和
五
十
七
年
度
か
ら
、
大
洲
・
喜

多
衛
生
事
務
組
合
に
伊
予
郡
広
岡
村
を

加
え
る
た
め
規
約
の
一
部
を
改
正
す
る

こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

五
十
五
年
度
会
計

決
算
を
認
定

昭
和
五
十
五
年
度
の
一
般
会
計
、
各

特
別
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
が
認
定
さ

れ
ま
し
た
。
な
お
、
昭
和
五
十
四
年
度

の
一
般
会
計
繰
越
明
許
費
歳
入
歳
出
決

算
も
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

五
十
六
年
町
議
会
第
四
同
定
例
会
で

は
桜
同
和
夫
氏
、
小
川
儀
二
郎
氏
、
久

井
貞
治
郎
氏
、
東
正
行
氏
、
中
野
茂
明

氏
が
質
問
を
行
な
い
ま
し
た
。
お
も
な

も
の
の
内
容
は
次
の
通
り
。
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経
費
の
抑
制
と
見
直
し

で
健
全
な
財
政
運
営
を

ー
財
政
再
建
と
長
浜
町
の
対
応

1

理軍~塁塁露軍

桜
田
議
員
・
:
回
の
公
共
事
業
等
の
抑

制
的
基
調
に
よ
り
、
事
業
貨
の
減
少
は

否
定
で
き
ず
、
事
業
の
回
、
県
に
対
す

る
要
望
の
働
き
か
け
は
必
要
で
あ
り
、

そ
の
確
保
は
困
難
と
な
る
が
、
ど
の
よ

う
に
し
て
い
る
か
。

園
、
県
補
防
八
木
、
起
債
の
見
通
し
も

従
来
よ
り
厳
L
い
こ
と
が
J
V
J

恕
さ
れ
る

が
、
ど
う
な
っ
て
け
る
の
か
。

地
方
交
付
税
の
伸
び
率
の
鈍
化
が
懸

念
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
が
町
財

政
に
与
え
る
影
響
は
極
め
て
重
大
で
あ

り
、
理
事
者
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。国
に
お
い
て
は
心
不
午
度
以
降
も
経
費

の
抑
制
は
不
安
で
あ
り
、
山
崩
縮
重
点
主

義
財
政
で
施
行
さ
れ
る
が
、
本
町
も
国

の
方
針
と
同
一
の
基
調
で
什
施
行
す
る
の

よ
U

本
町
の
町
、
県
民
税
の
徴
収
不
は
お

お
む
ね
良
好
で
あ
る
が
、
特
定
の
人
物

が
滞
納
し
て
い
る
二
と
伝
聞
い
て
い
る
。

今
後
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
の
か
。

二
宮
町
長
:
・
凶
、
県
に
要
望
の
働
き

か
け
を
積
極
的
に
行
な
い
、
西
問
先
生

に
は
多
大
な
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
て
い

る。
補
助
金
は
経
費
の
節
減
、
合
理
化
を

行
な
う
と
い
う
凶
の
力
引
い
い
よ
り
、
今

後
一
一
層
厳
し
ぐ
な
り
、
起
債
は
公
共
事

業
に
対
し
、
充
当
率
の
引
き
下
げ
が
決

定
的
で
は
な
い
か
と
思
う
。

地
方
交
付
税
の
見
通
し
は
、
税
収
の

伸
び
率
が
期
待
で
き
な
け
現
況
で
あ
り
、

町
財
政
に
対
す
ら
影
響
は
大
き
く
、
慎
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£
一
を
期
し
て
財
政
運
営
を
行
な
い
た
い
。

来
年
度
の
予
算
編
成
に
お
い
て
も
、

経
費
の
抑
制
と
見
直
し
を
基
本
方
針
と

し
て
お
り
、
山
可
町
も
国
の
方
針
と
同
一

に
、
財
源
の
重
点
的
効
字
的
な
配
分
に

よ
っ
て
健
全
な
財
政
運
叫
在
行
な
っ
て

い
く
身
え
で
あ
る
。

国
民
の
当
然
の
義
務
を
怠
一
っ
て
げ
い
る

滞
納
者
に
対
し
て
は
、
法
的
措
置
を
講

ず
る
考
え
で
あ
る
。

許
さ
れ
る
範
囲
で
公

共
事
業
を
施
行

ー
経
済
動
向
と
町
の
諸
策
;

桜
田
議
員
:
・
凶
に
お
い
て
は
政
府
保

証
債
、
縁
故
債
な
ど
の
氏
間
資
金
を
活

問
し
て
公
共
事
業
を
伸
ば
し
て
い
く
考

え
で
あ
る
が
、
町
で
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

町
全
体
の
産
業
界
売
見
直
し
て
現
状

を
犯
握
し
、
過
疎
地
対
策
や
融
資
制
度

の
充
実
な
ど
、
行
政
指
導
と
阿
波
助
を
行

な
い
、
地
域
経
済
の
自
主
的
振
興
を
図

る
こ
と
も
大
切
で
あ
る
と
思
う
が
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

二
宮
町
長
・
:
町
財
政
の
許
さ
れ
る
範

州
内
で
思
い
切
っ
た
公
共
事
業
を
施
行

し
、
景
気
の
浮
揚
拡
大
、
医
用
の
安
定

に
努
め
た
い
。
ま
た
、
町
内
の
産
業
界

を
見
直
し
て
、
地
域
住
民
の
意
見
を
取

り
入
れ
、
強
力
な
行
政
指
導
と
援
助
を

行
な
っ
て
民
間
の
活
力
長
引
き
出
し
て

い三一
ι~
い。

基
本
計
画
を
策
定
し
、
五

十
八
年
度
か
ら
工
事
を

ー
上
水
道
の
改
良
と
基
本
計
画

1

桜
田
議
員
:
・
最
近
問
題
に
な
っ
て
い

る
し
に
水
道
に
つ
い
て
、
将
米
を
展
望
し

た
改
良
と
基
本
計
画
を
策
定
し
て
、
町

民
に
こ
た
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、

こ
の
考
え
が
あ
る
か
。
ま
た
、
あ
る
の

な
ら
け
つ
ご
ろ
母
子
す
る
の
か
。

二
宮
町
長
:
・

I
L小
近
に
つ
い
て
は
全

面
的
に
見
直
L
、
将
来
の
人
口
増
を
考

慮
し
た
水
源
確
似
や
士
わ
い
本
管
な
ど
も

す
み
や
か
に
更
新
し
、
給
水

K
域
拡
大

等
に
つ
い
て
の
基
本
計
両
を
専
門
家
に

依
託
し
て
進
め
て
わ
り
、
計
画
に
つ
い

て
は
ぷ
十
七
年
度
小
に
応
成
さ
せ
、
五

十
八
年
度
か
月
本
俗
的
な
一
ム
事
に
入
れ

る
よ
う
努
力
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

ー
町
職
員
の
執
務
姿
勢

i

桜
田
議
員
:
・
日
以
は
川
の
衰
退
を
吹

き
飛
ば
す
べ
/
¥
発
展
州
市
}
ケ
願
っ
て
、
町

行
政
機
関
、
町
職
け
の
働
き
に
大
き
な

期
待
と
関
心
企
寄
せ
て
い
る
。
町
長
を

先
頭
に
町
職
民
が
一
体
と
な
っ
て
、
住

M
A

に
信
頼
き
れ
る
執
務
姿
勢
、
行
政
ザ

i
r一7
へ
の
向
上
に
拭
ほ
め
ら
れ
る
よ
う
明

ふ
り
か
、
ど
の
上
〉
に
折
、
与
、
対
処
し
て

げ
る
の
か
。

二
宮
町
長
;
町
職
員
の
執
務
安
勢
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
精
神
の
欠
如
は
、
町
民

の
皆
さ
ん
の
協
力
、
信
頼
等
の
欠
如
に

つ
な
が
る
も
の
で
あ
っ
、
朝
礼
子
も
強

/
¥
指
示
し
て
い
る
。
一
以
伊
ひ
と
つ
を
と

つ
ど
も
、
職
員
と
住
民
の
桁
主
ん
と
の

心
を
つ
会
ぐ
大
切
な
こ
と
で
民
り
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
熟
練
す
る
よ
う

自
ら
を
合
め
、
厳
し
く
徹
底
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

政
治
生
命
を
賭
け
て
、

皆
さ
ん
と
共
に
推
進
を

ー
総
合
開
発
事
業

1

主暴

桜
田
議
員
:
・
第
-
一
次
開
発
事
業
に
つ

い
ど
ば
、
真
剣
に
検
討
v
-

、
議
論
さ
れ

て
き
た
が
、
本
町
を
し
こ
り
ま
ノ

L
山
情
勢
、

環
境
条
件
は
厳
し
く
な
一
J

て
い
込
。
こ

の
吐
状
か
ら
脱
却
し
よ
う
と
、
一
比
浜
町

を
由
立
?
か
に
す
る
会
が
政
立
大
一
れ
、
町
民

の
川
心
も
特
に
強
ま
3

てよ
λ

ア
¥
い
る
。

英
断
を
も
っ
て
開
発
事
業
を
推
進
十
べ

き
時
期
に
直
石
川
し
て
い
る
と
思
う
が
、

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

二
宮
町
長
:
・
各
団
体
か
九
州
出
書
も

附
さ
れ
て
わ
り
、
一
日

ι日
了
¥
ぷ
浜
町

の
山
開
発
展
を
願
う
こ
と
は
然
日
の
一

致
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
早
急
に
推
進

す
べ
き
時
期
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

構
想
の
准
進
に
つ
い
て
は
、
議
決
し

rtυ

と
だ
け
れ
ば
、
回
、
山
門
小
沢
J

の
関
係

機
問
に
対
し
て
強
く
指
呼
、
日
仇

ωを
副
官

主
川
し
三
い
。
そ
し
て
、
企
業
I
J
I

地
と
か

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、
港
湾
整
備
芹
の

あ
ら
ゆ
る
問
問
を
一
歩
前
進
さ
せ
、
五

本
汁
幽
づ
く
り
に
託
手
し
た
い
と
与
え

て
刊
守
O

こ
の
事
業
法
単
に
長
浜
町
の

川
忠
戸
一
け
で
な
く
、
正
門
純
一
い
の
経
済
問

水浄柴

発
に
も
新
一
m
v
L
9

る
の
で
、
育
、
剣
に
か
つ

英
断
を

t
っ
て
対
処
し
、
全
知
全
能
を

傾
注
す
る
と
共
に
、
政
治
生
命
を
賭
け

て
比
内
さ
ん
と
共
に
惟
返
し
て
い
き
た
い
。

基
準
値
以
下
で
あ
り

心
配
な
い

ー

上

水

道

問

題

1

小
川
議
員
・
・
・
長
浜
と
呉
を
往
復
し
て

い
る
船
が
、
長
浜
町
の
上
水
道
の
水
を

積
九
六
¥
欣
閉
し
て
い
る
が
、
二
人
れ
は
欽

料
水
に
不
適
当
で
あ
る
と
日
う
お
九
州
制
か

町
に
山
さ
れ
て
い
る
。
そ
向
洋
刻
会
み

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

愛
犬
の
脇
本
助
教
授
が
検
査
に
こ
ら

れ
た
時
、
塩
素
滅
菌
を
や
っ
て
い
な
い

ど

γ
J事
実
が
は
っ
き
り
、
」
た
}
塩
素

減
同
会
一
i

べ
れ
ば
雑
菌
は
死
ぬ
が
、
カ
/

1

1
一
二
了
ピ
ァ
ョ
、
1
ノ
、

1
pベ
ヴ

ダ

〆

J
n
J

℃じ

ρν
よ
十

f
f
i
Jノ

t
4
1
i
l
¥

ノ

E

J
ヘ
ノ

J

J
人〆
1

牛
L

一
ヲ
弓
り
長
一
点
町
で
調
べ
三
時
、
基
準

川
仁
の
も
の
が
で
た
と
い
う
二
と
伝
聞

い

r
L
川
、
同
の
指
一
不
通
り
に
十
二
L

い
な
い
と
い
う
事
実
が
あ
る
が
、
理
事

者
は
ど
う
い
う
考
え
な
の
か
。

二
宮
町
長
・
:
船
舶
の
水
槽
に
つ
い
て

は
、
町
の
符
域
外
の
こ
と
で
あ

η
、
良

府
で
み
水
ふ
一
郎
い
い
供
給
し
て
い
る
コ
分
析

涌
一
知
は
問
の
ト
刀
へ
き
て
い
な
い
J

水
質
に
つ
い
て
は
県
の
衛
生
研
究
所

で
決
め
ら
れ
た
検
だ
企
受
け
て
お
り
、

ト
リ
ハ
口
メ
タ
ン
に
つ
い
て
も
今
年
度

は
p

e

川
川
だ
を
し
て
お
り
、
ッ
J

~

の
市
川
は

ば
C
・
0
(
ノ-一

P
P
M
で
あ
ハ
三
十
日
ρ1

事
準
汀
れ

fmは
0
・一

P
P
M
Jど
あ
り
、

そ
れ
よ
り
も
た
隔
に
ほ
げ
の
で
全
く
心

配
は
い
ら
な
い
。

大
学
か
ら
採
水
に
こ
ら
れ
た
時
、
殺

商
処
暗
泡
品
目
の
改
修
を
行
な
勺

J
t
b
り、

十
分
な
出
素
が
入
っ
て
い
士
い
の
で
は
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な
い
か
と
い
う
判
断
を
な
さ
っ
た
よ
う

だ
が
、
塩
素
を
た
く
さ
ん
入
れ
て
も
長

浜
町
の
上
水
道
に
つ
い
て
は
、
ト
リ
ハ

ロ
メ
タ
ン
の
数
値
が
高
く
な
っ
て
困
る

と
い
う
こ
と
は
全
く
な
い
。
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
は
水
道
課
長
が
愛
大
の
脇
本

助
教
授
と
会
っ
て
話
し
合
い
を
し
了
解

済
み
で
あ
る
。

専
門
家
の
意
見
、
調

査
に
よ
っ
て
検
討
を

ー
公
害
に
対
す
る
認
識

1

小
川
議
員
:
-
前
向
の
理
事
者
の
答
弁

で
、
公
害
の
あ
る
企
業
は
誘
致
し
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
長
浜
町
が

誘
致
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
の

L
P
G

や
石
炭
火
力
発
電
所
と
い
う
も
の
は
公

害
が
な
い
の
か
。

七
月
の
議
会
で
、

L
P
ガ
ス
の
内
容

や
危
険
性
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
質
問
し

た
が
、
そ
の
後
ど
れ
だ
け
の
勉
強
を
さ

れ
た
の
か
。
勉
強
の
程
度
や
ど
の
よ
う

な
調
査
を
し
た
の
か
明
ら
か
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
公
害
と
い
う
の

は
ど
の
程
度
を
公
害
と
考
え
て
お
ら
れ

る
の
か
。
二
宮
町
長
・
:
企
業
誘
致
を
し
よ
う
と

す
る
場
合
、
国
、
県
が
規
制
し
て
い
る

基
準
の
数
値
、
す
な
わ
ち
大
気
汚
染
、

水
質
汚
濁
、
騒
音
、
ふ
ん
ど
ん
な
ど
に
つ

い
て
基
準
値
以
下
で
あ
る
と
す
る
な
ら

ば
公
害
の
発
生
は
な
く
、
企
業
誘
致
は

是
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
を
し
て
い
る
。

私
も
か
な
り
本
を
読
ん
で
お
り
、
話

も
聞
い
て
い
る
が
、
私
や
小
川
議
員
の

知
識
、
あ
る
い
は
経
験
等
に
よ
っ
て
、

こ
れ
は
公
害
が
あ
る
と
か
、
こ
れ
は
公

害
が
な
い
と
か
判
断
す
る
こ
と
は
危
険

で
あ
り
、
も
っ
と
高
度
な
知
識
と
技
術

を
も
っ
て
い
る
寺
門
家
の
意
見
、
調
査

に
よ
っ
て
結
晶
を
だ
す
べ
き
だ
と
思
う
。

指研
ム導修
喜の会
整徹や
お底合
富を唄
点 王ミ了
1 で、

久
井
議
員
:
・
最
近
小
・
中
学
生
の
学

校
内
、
家
庭
内
暴
力
に
つ
い
て
問
題
に

な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

校
長
並
び
に
教
職
員
を
ど
の
よ
う
に
指

導
さ
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
学
校
で

は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
の
か
。

町
の
人
口
の
減
少
に
伴
ぃ
、
児
童
数

が
減
っ
て
、
複
式
あ
る
い
は
複
々
式
の

学
級
が
増
加
し
て
い
る
が
、
小
規
模
校

に
お
け
る
教
育
の
効
果
に
つ
い
て
、
父

兄
に
と
っ
て
は
関
心
の
高
い
も
の
で
あ

り
、
こ
れ
ら
の
対
策
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

ゆ
と
り
の
あ
る
教
育
を
実
践
す
る
上

に
h

仰
い
で
、
環
境
の
美
化
、
整
備
は
重

要
で
あ
る
が
、
各
学
校
が
か
か
え
て
い

る
施
設
整
備
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
実

情
を
把
握
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
今
後

こ
れ
ら
の
こ
と
を
整
備
し
て
い
く
考
え

は
あ
る
か
。

日
田
教
育
長
-
-
-
校
長
川
修
会
や
校

長
・
教
頭
人
口
同
会
を
各
学
期
毎
に
開
催

し
て
、
学
校
経
営
の
発
表
を
行
な
い
、

問
題
点
を
検
討
、
協
議
し
、
児
童
生
徒
の

指
導
の
徹
底
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、

中
堅
教
員
研
修
会
を
年
間
十
回
程
度
開

催
し
、
児
童
、
生
徒
指
導
に
つ
い
て
の

研
修
を
深
め
た
り
、
生
徒
指
導
主
任
会

を
各
学
期
毎
に
開
い
て
、
児
童
、
生
徒

の
学
習
行
動
、
環
境
、
健
康
等
の
検
討

を
行
な
い
、
一
人
一
人
の
状
況
把
握
に

努
め
て
い
る
。

小
規
模
校
の
複
式
学
級
の
増
加
に
つ

い
て
は
、
委
員
会
で
も
憂
慮
し
て
む
り
、

過
疎
か
ら
脱
却
し
て
児
童
、
生
徒
数
の

増
加
を
阿
る
以
外
に
方
法
は
な
い
が
、

関
係
住
民
の
方
々
の
地
元
へ
の
定
者
も

必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

施
設
の
新
・
改
築
関
係
は
年
次
計
画

で
、
営
繕
的
な
整
備
に
つ
い
て
は
毎
年

度
各
学
校
の
実
態
を
調
査
し
、
順
次
整

備
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
財
源
の
許
す

範
問
で
、
緊
急
度
の
高
い
も
の
か
ら
整

備
を
し
て
い
き
た
い
。

広
域
的
な
事
業
で
総

合
的
な
下
水
処
理
を

ー
生
活
環
境
の
整
備

1

久
井
議
員
・
:
集
落
内
に
お
け
る
個
々

の
小
規
模
道
路
と
か
、
集
落
か
ら
の
通

学
路
は
、
昔
の
ま
ま
の
状
態
で
放
置
さ

れ
て
い
る
が
、
日
常
生
活
に
密
着
し
た

身
近
な
道
路
を
改
良
舗
装
し
て
い
く
考

え
は
あ
る
か
。

下
水
道
の
問
題
は
市
街
地
を
間
わ
ず
、

山
間
部
に
お
い
て
も
町
民
の
苦
情
は
か

な
り
で
て
い
る
が
、
こ
の
問
題
を
ど
う

と
ら
え
て
い
く
の
か
。

豊茂小学校

二
宮
町
長
:
・
小
規
模
道
路
に
つ
い
て

は
、
地
一
応
什
山
以
の
協
力
を
得
て
改
良
、

舗
装
整
備
を
進
め
て
き
た
が
、
従
来
の

整
備
方
針
と
補
助
規
程
学
を
勘
案
し
て
、

有
利
な
方
向
で
計
画
的
な
整
備
を
阿
る

よ
う
検
討
し
た
い
。

町
内
の
排
水
に
つ
い
て
は
、
基
本
的

な
和
也
氏
備
方
針
と
し
て
、
肱
川
流
域
の
一
半

地
加
で
は
、
広
域
的
な
公
共
ド
水
道
事

業
に
よ
り
総
合
的
な
下
ぷ
処
理
を
凶
り
、

そ
の
他
の
人
口
~
飴
集
度
の
高
い
地
以
で

は
、
農
山
漁
村
下
水
道
を
勘
案
し
て
、

簡
易
下
水
道
に
よ
る
整
備
を
進
め
て
い

く
よ
う
に
し
て
い
る
。
散
在
す
る
小
集

落
に
わ
い
て
は
、
在
来
の
排
水
施
設
の

改
良
整
備
を
年
次
計
同
的
な
方
向
で
進

め
て
い
き
た
い
。

職
業
安
定
所
と
連
絡

を
密
に
普
及
徹
底
を

ー
長
浜
町
の
福
祉
対
策

1

久
井
議
員
:
高
齢
化
社
会
に
対
す
る

福
祉
の
確
立
は
極
め
て
必
要
で
あ
り
、

将
来
を
考
え
、
町
独
自
の
福
祉
の
あ
り

か
に
つ
い
て
、
今
後
調
査
、
研
究
し
て

い
く
考
え
が
あ
る
か
。

身
体
障
害
者
の
一
雇
用
問
題
に
つ
い
て

は
、
雇
用
促
進
法
に
よ
り
一
定
率
以
上

の
身
障
者
を
雇
用
す
る
よ
う
義
務
づ
け

ら
れ
て
お
り
、
町
内
各
種
同
体
に
対
し

て
雇
用
を
呼
び
か
け
、
積
極
的
に
と
り

組
ん
で
い
く
考
え
が
あ
る
か
。

二
宮
町
長
・
:
国
の
制
度
に
よ
る
事
業

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
老
人
学
級
等
に
よ

る
品
子
育
や
ク
ロ
ッ
ケ
ー
な
ど
の
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
、
体
力
の
増
進
を
阿
る
な
ど
の

施
策
を
講
ビ
て
き
た
が
、
こ
れ
か
ら
の
高

齢
化
社
会
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
調

査
、
研
究
は
重
要
な
こ
と
で
あ
り
、
今
後

一
回
十
分
な
検
討
を
進
め
て
参
り
た
い
。

職
業
安
定
所
と
連
携
を
保
ち
つ
つ
、

身
障
者
に
対
す
る
就
職
援
護
制
度
な
ど

の
周
知
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
連
絡
を

一
色
に
し
て
、
事
業
主
に
対
し
、
一
雇
用
助

成
制
度
な
ど
の
将
及
徹
氏
を
閃
り
、
積

極
的
に
対
処
し
て
い
き
た
い
。

早
期
に
整
備
す
る
よ

う
努
力
を

ー
県
道
、
町
道
の
整
備

1

東
議
員
・
・
・
本
町
内
の
道
路
網
の
恨
幹

を
な
す
県
道
の
う
ち
、
長
浜

1
藤
縄
線
の

沿
線
住
民
は
、
一
日
も
早
く
改
良
整
備
さ

れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
が
、
現
時
点
で

調
査
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

改
良
着
予
年
度
は
い
つ
に
な
る
の
か
。

二
宮
町
長
:
・
こ
の
路
線
に
つ
い
て
は

現
在
県
に
引
き
渡
す
た
め
に
測
量
な
ど

の
作
業
を
や
っ
て
わ
り
、
図
面
作
成
後

県
に
引
き
渡
す
こ
と
に
な
る
。
引
き
渡

し
後
は
県
営
に
よ
り
改
良
、
整
備
が
行

な
わ
れ
る
の
で
、
早
期
に
こ
う
い
っ
た

作
業
が
終
了
す
る
よ
う
努
力
し
た
い
。

総
合
行
政
の
中
で
重

点
的
な
配
慮
を

ー
今
後
の
農
業
対
策

1

東
議
員
・
・
・
本
町
の
農
林
業
で
主
幹
作

目
は
、
み
か
ん
、
し
い
た
け
、
米
な
ど

で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
価
格
は
低
迷
が
続

き
、
見
通
し
の
た
た
な
い
状
態
と
な
っ

て
い
る
。
今
後
、
ど
の
よ
う
に
振
興
発

展
さ
せ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
か
。

長
浜
独
特
の
作
目
を
選
択
し
、
生
産

し
な
け
れ
ば
今
後
の
活
路
は
見
い
だ
せ

な
い
と
思
う
が
、
町
の
指
導
方
針
、
各

関
係
団
体
へ
の
指
導
は
ど
う
対
処
し
て
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一
い
く
の
か
。

二
宮
町
長
:
・
農
民
哲
学
に
よ
っ
て
祈

し
い
哩
念
を
確
立
し
、
新

L
い
道
程
に

む
か
つ
て
遁
進
す
る
た
め
巳
、
農
協
が
核

と
な
っ
て
適
地
通
産
を
命
題
に
、
組
合
員

一
人
一
人
に
周
知
徹
底
し
、
営
農
指
導
を

強
化
し
て
、
組
合
員
と
一
体
と
な
っ
て

強
力
に
推
進
き
れ
る
よ
う
希
望
す
る
。

町
と
し
て
は
、
総
合
行
政
の
中
で
重

点
的
な
配
慮
を
し
、
園
、
燥
の
施
策
制

度
を
活
用
し
で
耐
乏
期
を
皆
さ
ん
と
協

力
一
致
し
、
拘
大
破
す
る
よ
う
努
力
す
る

と
共
に
、
適
切
な
農
業
振
興
策
に
つ
い

で
は
、
町
と
し
て
も
育
成
の
た
め
の
助

成
を
行
な
っ
て
い
き
た
い
。

一一一主震歪玄室主

弾
力
的
な
解
釈
に
立

っ
て
利
用
の
拡
大
を

岡町一~叩閣議会第斗囲定例会・海菌汚染訴訟和解臨

ー
各
施
設
の
利
用

1

東
議
員
・
a-
中
央
公
民
館
と
か
各
地
区

に
あ
る
集
会
所
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
施

設
が
あ
る
が
、
誰
で
も
気
軽
に
利
用
で

き
る
よ
う
に
な
ら
な
い
か
。

市
街
地
中
t

そ
の
周
辺
を
み
て
も
駐
車

場
が
な
い
。
将
来
を
考
え
た
う
え
で
土

地
の
確
保
を
考
え
ど
お
く
必
要
が
あ
る

と
思
う
が
、
そ
の
よ
う
な
展
望
を
も
っ

て
い
る
か
。

町
民
に
と
っ
て
憩
い
の
場
と
な
る
総

合
公
園
の
建
設
が
必
要
だ
と
思
う
が
、

重
要
施
策
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
く
考

え
が
あ
る
か
。

二
宮
町
長
・
:
施
設
の
ほ
と
ん
ど
は
、

同
や
県
か
ら
の
補
助
を
受
け
て
つ
く
ら

れ
て
い
る
の
で
、
利
用
に
つ
い
て
も
制

約
が
あ
る
が
、
今
後
で
き
る
限
り
弾
力

的
な
解
釈
に
立
っ
て
利
用
の
拡
大
を
図

っ
て
い
き
た
い
。

旧
長
浜
町
で
は
空
間
利
用
地
が
な
く
、

駐
車
喝
な
ど
の
よ

7
な
一
定
規
模
の
広

さ
を
確
保
す
る
こ
と
は
極
め
て
か
ず
か

し
い
の
で
、
問
先
構
想
の
中
で
取
り
扱

っ
て
ゆ
く
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
の
で

ご
理
解
け
た
だ
き
た
い
。

総
合
公
劃
に
つ
い
て
法
、
各
方
面
か

ら
の
要
望
に
も
盛
り
込
ま
れ
て
わ
り
、

開
発
の
中
で
組
み
込
九
で
い
き
た
い
。

関
係
団
体
の
協
力
を

得
で
努
力
を

ー
水
産
誌
験
場
分
場
誘
致

i

中
野
議
員
・
・
・
最
近
の
赤
潮
や
瀬
戸
内

海
の
環
境
悪
化
含
之
え
る
と
き
、
本
町

の
漁
民
法
不
安
を
抱
い
て
お
り
、
こ
の

よ
う
な
問
題
に
対
処
す
る
と
め
に
は
、

専
門
的
な
試
験
研
究
機
関
が
必
要
で
あ

り
、
今
後
二
次
開
発
が
進
め
ら
れ
る
な

ら
ば
海
の
汚
染
等
の
監
視
、
漁
業
振
興

の
た
め
の
調
査
研
究
、
伊
予
灘
全
域
の

漁
業
開
発
の
推
進
中
核
機
関
と
し
て
、

本
川
に
水
産
試
験
場
の
分
場
を
誌
置
す

べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
な

見
解
を
も
っ
て
い
る
か
。

二
宮
町
長
・
現
復
、
行
政
改
革
H

京
区

先
と
い
う
こ
と
で
、
県
に
む
い
て
も
出 柴犬越集会所

先
機
関
の
統
廃
合
な
ど
事
務
事
業
の
見

直
し
が
な
さ
れ
て
あ
り
、
分
場
の
初
設

以
容
易
で
な
い
と
思
う
が
、
ぷ
産
振
興

と
伊
予
期
海
区
沿
作
漁
場
保
h
k
上
の
拠

占

γ一
し
で
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
の

で
、
関
係
団
体
の
協
力
を
得
て
、
分
場

誘
致
に
努
力
1)
ご
参
り
た
い
。

開
発
構
想
の
中
で
総
合

的
介
。
終
末
処
理
場
を

(
}
地
域
環
境
施
設
肇
備

i

中
野
議
員
E:
最
近
畜
産
系
の
排
心
小
や

各
家
庭
の
生
活
排
水
が
増
加
し
て
、
肱

川
は
排
水
路
左
化
し
て
お
り
、
こ
の
生

活
排
水
の
浄
化
に
は
木
町
が
先
が
け
て

模
範
を
一
部
す
べ
く
、
下
心
小
道
の
整
備
を

中
心
と
し
た
地
域
環
境
施
設
幣
備
が
必

要
、
だ
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
な
児
解
金

も
っ
て
い
る
が
。

ま
た
、
終
末
処
埋
施
設
の
整
備
計
画

の
有
無
を
閣
か
せ
で
い
た
だ
き
た
い
。

二
宮
町
長
:
・
下
中
小
道
の
柊
備
に
つ
い

て
は
大
洲
市
に
も
強
く
要
請
し
て
お
り
、

本
町
刊
に
も
下
水
の
終
末
処
珂
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
る
c

こ
の
施
設
は
建
設
及
び
維
持
管
理
に

莫
大
な
経
費
会
必
要
と
し
、
国
、
県
の
補

助
を
得
て
建
設
す
る
広
域
的
な
も
の
が

よ
け
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
お

り
、
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
地
建
設
基
本
構

患
の
中
に
も
、
下
水
道
の
総
合
的
な
終

末
処
珂
場
を
考
え
て
お
り
、
で
き
る
だ
け

早
い
機
会
に
手
を
つ
け
た
い
と
思
う
c

諸
般
の
問
題
を
具
体

化
し
、
調
査
検
討
を

i
二
次
開
発
と
熱
利
用
;

中
野
議
員
:
長
浜
町
の
構
想
の
中
で

考
え
ら
れ
て
い
る
石
炭
火
力
発
電
所
の

廃
熱
工
、
不
ル
ギ
ー
を
、
町
民
に
還
元
利

用
し
て
い
け
る
と
す
れ
ば
、
無
限
に
近

い
形
で
多
目
的
に
利
用
で
き
る
と
思
う

が
、
こ
れ
を
豊
か
な
町
ゃ
つ
く
り
に
結
び

つ
け
た
開
発
事
業
と
さ
れ
る
考
え
が
あ

る
カ
。ま
た
、
そ
れ
ら
の
研
究
や
検
討
を
し

て
け
る
か
。

二
宮
町
長
:
資
源
の
乏
し
い
わ
が
国

に
お
い
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
を
布
効
に
利
用
し
よ
う
と
研
究
努
力

が
行
な
わ
れ
て
お
り
、
液
化
天
然
カ
ス

の
冷
熱
や
火
力
発
電
の
余
熱
は
で
き
得

る
限
り
利
用
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
開
発
を
行
な

う
場
合
の
問
題
で
あ
り
、
課
題
で
あ
る

の
で
、
境
花
、
九
点
数
…
利
用
に
関
す
る
調

査
、
研
究
は
し
て
い
な
い
が
、
今
後
諸

般
の
問
題
を
具
体
化
す
る
と
宍
に
、
国
、

県
の
ほ
か
』
専
門
家
を
遇
。
、
調
査
検
討

し
て
い
き
た
い
。昭

和
四
十
五
年
か
ら
財
団

法
人
長
浜
町
土
地
開
発
公
社

が
造
成
し
た
第
一
次
臨
海
工

業
開
発
事
業
(
用
地
造
成
工

事
)
に
よ
り
、
海
而
が
汚
染

し
、
漁
場
が
破
壊
さ
れ
、
漁

獲
が
減
っ
た
と
し
て
、
一
部

漁
民
ら
に
よ
っ
て
、
昭
泊
四

十
七
年
一
月
、
町
に
対
し
て

そ
の
損
害
賠
償
を
求
め
る
訴

訟
が
起
こ
さ
れ
ま
し
た
。

訴
え
の
概
要

そ
の
訴
え
の
概
要
は
、

①
長
浜
町
の
よ
う
そ
地
理

的
条
件
ド
に
お
い
て
は
、
企
業
誘
致
は

困
難
と
み
ら
れ
て
い
た
が
、
被
告
長
浜

町
長
は
、
当
時
の
行
政
連
絡
会
議
の
席

上
、
臨
海
工
業
開
廷
の
構
想
を
発
表
し
、

昭
和
同
十
五
年
八
月
十
四

H
に
は
、
埋

立
て
に
よ
る
損
守
補
償
金
し
「
」
て
五
千

万
円
を
支

tvつ
こ
と
を
内
容
と
し
た
補

償
契
約
を
締
結
し
た
。

②
そ
の
後
、
一
二
号
地
の
搾
立
て
工
事

は
、
昭
和
四
十
六
年
四
月
ご
ろ
か
ら
L

時
ん
せ
つ
作
業
が
開
始
さ
れ
、
同
年
十

一
片
ご
ろ
に
ほ
注
完
成
し
な
。

③
原
告
ら
ば
、
本
埋
立
て
に
関
し
、

漁
業
権
消
滅
に
よ
る
損
害
は
と
も
か
く
、

隣
接
海
域
に
対
す
る
損
害
が
発
牛
し
た

場
合
の
事
を
憂
窓
し
、
被
告
代
表
者
に

確
認
し
た
と
こ
ろ
、
個
別
に
補
償
す
る

こ
と
を
確
約
し
た
J

④
一
方
、
埋
立
て
工
事
の
た
め
公
布

水
域
で
は
、
し
ゅ
ん
せ
つ
作
業
が
進
め

ら
れ
、
ア
で
の
工
事
に
伴
つ
で
ル
泥
が
漁

民
の
山
開
業
海
域
に
流
入
し
、
海
底
に
堆

桜
、
事
実
上
漁
労
が
不
能
な
状
態
と
な

コ
た
。
愛
媛
大
学
教
育
つ
J

部
保
健
学
教

室
の
向
井
康
雄
劃
教
授
の
調
査
に
よ
る

と
、
砂
泥
の
地
積
量
は
、
一
一
卜
九
万
二

千
五
ァ
H
J
札
方

μ
と
概
算
さ
れ
た
J

⑤
こ
の
砂
泥
に
よ
る
損
害
は
、
海
流

の
自
浄
能
力
と
か
、
生
態
学
的
研
究
に

よ
っ
て
、
そ
の
範
聞
が
と
の
程
度
ま
び

わ
よ
ぶ
も
の
か
な
ど
が
確
か
め
ら
れ
会

け
れ
ば
な
ら
な
け
。

し
か
し
、
と
り
あ
え
ず
現
実
に
発
生

し
た
昭
和
四
卜
六
年
度
に
お
け
る
損
害

を
計
算
し
た
。
そ
の
計
算
方
法
芯
、
昭

和
川
十
五
年
度
水
揚
高
か
ら
昭
和
四
」
l

六
年
度
の
水
揚
高
を
控
除
し
た
差
績
で

あ
り
、
こ
れ
全
人
一
い
計
し
で
「
金
八
百
五

十
万
円
の
損
台
賠
償
を
求
め
る
」
と
い

う
も
の
で
し
た
。
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答

弁

の

概

要

こ
れ
に
対
し
、
答
弁
の
概
要
は
、

①
長
浜
町
漁
協
と
被
告
と
の
聞
に
お

い
て
、
本
件
損
害
補
償
は
履
行
済
み
で

あ
る
。②
共
同
漁
業
権
は
、
長
浜
町
漁
協
な

る
法
人
の
所
有
す
る
権
利
で
あ
り
、
従

っ
て
原
告
ら
に
は
そ
の
当
事
者
適
格
が

な
い
。③
そ
の
他
訴
え
に
対
し
、
そ
の
内
容

を
逐
一
吟
味
し
、
認
否
で
き
る
も
の
は

認
否
し
、
更
に
立
証
を
求
め
た
。

④
「
原
告
ら
の
訴
え
を
却
下
す
る
。

訴
訟
費
用
は
、
原
告
ら
の
負
担
と
す
る
」

と
い
う
裁
判
を
求
め
る
答
弁
を
し
ま
し

た。
そ
の
後
、
長
浜
町
と
長
浜
町
漁
協
に

よ
っ
て
、
原
告
、
被
告
に
全
く
利
害
関

係
の
な
い
愛
媛
大
学
理
学
部
と
愛
媛
県

水
産
課
に
依
頼
し
、
漁
協
、
原
告
、
町

の
関
係
者
が
立
ち
会
い
の
う
え
、
現
場

海
底
土
砂
を
採
取
し
て
漁
場
の
調
査
が

行
な
わ
れ
、
そ
の
結
果
は
、
調
査
地
点

の
砂
は
以
前
か
ら
あ
っ
た
砂
で
、
魚
の

餌
に
な
る
生
物
は
順
調
に
生
育
、
生
息

し
て
お
り
、
漁
場
と
し
て
も
良
好
で
あ

る
と
い
う
も
の
で
し
た
。
こ
の
よ
う
に

平
行
線
を
た
ど
り
な
が
ら
、
原
告
、
被

告
共
に
証
人
尋
問
、
証
拠
調
べ
を
重
ね
、 埋立造成してできた晴海団地

争
い
が
続
け
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。

裁
判
所
か
ら
和
解
勧
告

な
お
、
裁
判
所
か
ら
、
被
告
は
長
浜
町

で
は
な
く
、
長
浜
町
土
地
開
発
公
社
で
あ

る
旨
の
指
摘
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
こ
と

を
踏
ま
え
、
和
解
す
る
よ
う
勧
告
が
な
さ

れ
、
昭
和
五
十
六
年
十
一
月
十
二
日
を

も
っ
て
、
原
告
漁
民
と
被
告
長
浜
町
の
聞

で
十
年
ぶ
り
に
和
解
が
成
立
し
ま
し
た
。

勧
告
さ
れ
た
和
解
条
項
は
次
の
通
り

で
す
。①
原
告
ら
と
被
告
及
び
利
害
関
係
人

長
浜
町
土
地
開
発
公
社
は
、
裁
判
所
の

和
解
勧
告
に
従
い
、
本
件
和
解
を
締
結

す
る
。②
原
告
ら
は
、
和
解
の
精
神
に
従
い
、

被
告
長
浜
町
及
び
利
害
関
係
人
長
浜
町

土
地
開
発
公
社
の
行
な
う
今
後
の
開
発

事
業
に
つ
き
、
長
浜
町
の
発
展
の
た
め

協
調
す
る
。

③
被
告
長
浜
町
及
び
利
害
関
係
人
長

浜
町
土
地
開
発
公
社
は
、
本
件
訴
訟
で

一
万
さ
れ
た
原
告
ら
の
環
境
保
全
に
対
す

る
熱
意
を
く
み
取
り
、
今
後
の
開
発
事

業
に
お
い
で
可
能
な
限
り
そ
の
精
神
を

尊
重
す
る
。

④
利
害
関
係
人
長
浜
町
土
地
開
発
公

社
は
原
告
ら
に
対
し
、
原
告
ら
が
本
件

訴
訟
に
要
し
た
費
用
の
う
ち
金
八
十
万

円
を
昭
和
五
十
六
年
十
一
月
末
日
限
り
、

原
告
ら
代
理
人
三
好
泰
祐
方
に
持
参
ま

た
は
送
金
し
て
支
払
う
。

⑤
原
告
ら
は
、
本
日
本
件
訴
訟
を
取

り
下
げ
る
。
被
告
は
こ
れ
に
同
意
す
る
。

⑥
原
告
ら
と
被
告
長
浜
町
及
び
利
害

関
係
人
長
浜
町
土
地
開
発
公
社
間
に
は
、

本
件
和
解
条
項
に
定
め
る
ほ
か
、
何
等

の
債
権
債
務
の
存
在
し
な
い
こ
と
を
相

互
に
確
認
す
る
。

⑦
第
四
項
に
定
め
た
訴
訟
費
用
を
除

く
訴
訟
費
用
は
、
各
自
の
負
担
と
す
る
。

和
解
が
成
立
し
て

町
長
は
寸
十
年
間
の
長
い
間
争
わ
れ

て
き
た
訴
訟
に
ピ
リ
オ
ド
が
打
た
れ
た

こ
と
は
、
た
い
へ
ん
喜
ば
し
い
こ
と
で

あ
り
ま
す
。

一
昨
年
に
も
、
原
告
、
被
告
双
方
で

裁
判
上
の
和
解
交
渉
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
が
、
不
調
に
終
わ
り
、
訴
訟
が
続
け

ら
れ
て
お
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
昨
年
再

び
和
解
に
つ
い
て
の
勧
告
が
な
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
ま
す
。

町
と
町
民
が
裁
判
沙
汰
の
関
係
に
あ

る
と
い
う
こ
と
は
、
町
に
と
り
ま
し
で

も
、
町
民
に
と
り
ま
し
で
も
、
た
い
へ

ん
不
幸
な
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
理
由
の

い
か
ん
を
問
わ
ず
、
決
し
て
好
ま
し
い

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
う
し
た
観
点
か
ら
裁
判
所
の
和
解

勧
告
に
応
じ
る
た
め
、
弁
護
団
と
も
慎

重
に
協
議
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。

最
終
的
に
は
、
裁
判
所
の
一
示
さ
れ
た

和
解
案
に
つ
い
て
、
長
浜
町
土
地
開
発

公
社
の
理
事
会
、
町
議
会
総
務
委
員
会
、

議
員
全
員
協
議
会
、
さ
ら
に
長
浜
町
議

会
第
三
固
定
例
会
(
十
月
)
に
提
案
、

説
明
し
て
、
法
的
諸
手
続
き
を
済
ま
せ
、

和
解
の
運
び
と
な
っ
た
訳
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
和
解
で
原
告
は
裁
判
を
取
り
下

げ
、
当
事
者
聞
に
今
後
一
切
本
件
に
つ

い
て
の
債
権
、
債
務
は
な
く
、
円
満
解

決
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

今
後
共
、
町
民
各
位
の
深
い
ご
理
解

と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
全
町
民
が
手

を
と
り
あ
っ
て
、
真
に
か
明
る
く
、
豊

か
で
、
住
み
よ
い
町
守
つ
く
り
u

に
ま
い

進
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
し
と
所

感
を
述
べ
て
い
ま
す
。

私的譲ちゃん
⑩ 品

開
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た
と

き
の
ご
主
人
の
第
一
声
は
:
・

「
ヤ
レ
、
ヤ
レ
、
ホ
y
と
し
た
」

女
名
前
は
ど
の
よ
う
な
い
わ
れ
で
つ

け
ま
し
た
か
:
・
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
一

文
字
を
と
っ
て
謙
一
郎
と
つ
け
ま
し

た。食
出
産
の
と
き
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
・
:

三
人
め
に
し
て
や
っ
と
男
の
子
で
安

心
し
ま
し
た
。

品
闘
い
ま
ど
ん
な
仕
草
を
し
ま
す
か
・
:

川
イ
パ
選
襲
。

U
v
x

寵
緩
韓
議
器
類
心
U

てぷ一一一いれ

i
:

イ

と

い

議

襲

、

一
J
J

一
号
絞
一
人

っ

て

手

欝

欝

欝

欝

寧

し

を
ふ
り
審
襲
撃
題

ま

す

。

欝

議

欝

譲

二

rvυ

一一7
7

食

ほ

ん

騒

騒

irれいご一一一一一一i
J

川一二三一トト
1

と

う

は

麟

職

騒

J
1
1細
川
中
二

UVJ1

男
の
子
懇
額
融
醐
櫨
鱒
鱗
総
数
齢
絞
麟
凋

が
ほ
し
議
機
錦
鶏
醤
醐
踊
翻
鶴
轟
悪

か
っ
た
麟
醸
鱒
麟
髄
鏑
融
轍
鱒
士
山
鴻
一
一
い

の
で
す
額
融
麟
輔
醸
轍
轍
鱒
欝
響

か

、

そ

議

離

購

伶

…

挙

れ
と
も
鶴
灘
購
醐
臨
鱒
鰯
線
機
泌
除
機

女
の
子
?
・
:
上
の
子
が
二
人
と
も
女

の
子
な
の
で
、
男
の
子
が
ほ
し
か
っ

た
で
す
。

品
開
ご
主
人
の
子
ぼ
ん
の
う
ぶ
り
を
紹

介
し
て
く
だ
さ
い
・
:
帰
り
が
わ
そ
く

な
っ
て
も
子
供
た
ち
の
顔
を
み
て
寝

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

安
ど
ん
な
子
供
に
育
て
た
い
で
す
か

:
園
大
人
に
な
っ
て
も
三
人
仲
の
よ
い

兄
弟
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

女
あ
な
た
流
の
育
児
の
し
方
に
つ
い

て
:
・
「
は
い
」
寸
い
い
え
」
「
・
お
は
よ

う
」
「
こ
ん
に
ち
わ
」
と
は
っ
き
り
言

え
る
よ
う
に
し
つ
け
た
い
と
思
い
ま

す。品
開
母
乳
そ
れ
と
も
人
口
授
乳
で
す
か

固

a

母
乳
で
す
。

食
初
め
て
マ
マ
に
な
っ
た
実
感
が
わ

い
た
の
は
い
つ
ご
ろ
か
ら
で
す
か
;

母
乳
を
与
え
た
と
き
で
す
。

女
子
供
が
生
ま
れ
て
ご
主
人
が
変
わ

っ
た
点
は

i
今
ま
で
自
分
か
ら
外
へ

つ
れ
て
行
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
よ
く
抱
い
て
つ
れ
て
歩
く

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

品
開
つ
ぎ
の

赤
ち
ゃ
ん

の
計
画
は

.
・
・
あ
り
ま

せ
ん
。

宵
ご
主
人

門
ノ
。
、
。
、
今
}

/
U

ノ

ノ

!
f
t

な
っ
た
弁

.
・
こ
れ
か

ら
が
た
い

へ
ん
で
あ

り
、
子
供

た
ち
の
た

め
に
も
頑
張
ら
ね
ば
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
三
人
の
子
供
た
ち
と
と
も

に
明
る
い
家
庭
を
築
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

安藤言葉一部く A
(昭和55年12月5日生まれ)

パ
パ
:
・
安
藤
守
さ
ん

マ
マ
:
・
安
一
基
富
士
子
さ
ん

二
十
八
歳

二
十
九
歳

(
出
海
)
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温
度
、
湿
度
、
紫
外
線
を
始
め
、
い

ろ
ん
な
外
界
か
ら
の
刺
激
に
対
し
て
、

ア
ブ
ラ
性
の
人
は
毛
穴
が
詰
ま
っ
て
、
皮
膚
は
優
れ
た
防
御
能
を
持
っ
て
い
ま

ニ
キ
ピ
が
増
え
、
皮
脂
が
皮
表
に
出
な
す
。
外
界
刺
激
に
対
す
る
第
一
の
ト
リ

い
た
め
に
二
部
で
乾
燥
肌
と
な
り
、
い
デ
は
皮
脂
膜
、
第
二
の
ト
リ
デ
は
角
層

同

1
3
8
1
9
4
・ee4e@eave-eave-@oie4:
・ae--eoeeeawe-41
・AV--41eA'eeeAV3e43
・av
e
t
o
-
e
A
V
e
t
a
v
-
-
0
1
9
6曹

司
二
月
四
日
は
立
春
。
暦
の
上
で
は
え
も
、
季
節
の
変
わ
り
目
に
は
不
調
に
ら
出
る
時
な
ど
は
、
面
倒
が
ら
ず
に
明

日
春
で
す
が
、
現
実
に
は
、
ま
だ
ま
だ
寒
な
り
や
す
い
で
す
か
ら
、
寒
さ
は
犬
敵
上
着
や
靴
下
、
足
袋
な
ど
の
着
脱
は
一

一
い
日
が
続
く
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
と
い
わ
れ
る
高
血
圧
や
心
臓
病
な
ど
、
こ
ま
め
に
し
ま
し
ょ
う
。
屯

一
か
ら
の
寒
さ
は
、
何
回
か
暖
か
い
日
が
持
病
の
あ
る
人
は
日
常
生
活
に
は
十
分
ま
た
、
十
分
な
睡
眠
を
気
持
ち
よ
く
一

一

続

い

た

か

と

思

う

と

急

に

寒

さ

が

も

注

意

し

ま

し

ょ

う

。

取

れ

る

よ

う

に

、

寝

具

に

も

気

を

配

り

一

司
ど
っ
て
来
た
り
、
昼
間
、
戸
外
の
陽
の
気
温
が
ゆ
っ
く
り
下
降
す
る
場
合
は
ま
し
ょ
う
。
身
体
の
調
子
が
悪
い
時
一

一
当
た
っ
て
い
る
場
所
は
ポ
カ
ポ
カ
し
割
合
身
体
も
順
応
し
や
す
い
の
で
す
が
、
に
は
、
ふ
と
ん
が
重
く
感
じ
ら
れ
る
こ

F

唱

で

い

て

も

、

朝

晩

は

か

な

-

‘

ふ

}

?

ヰ

と

も

あ

り

ま

す

。

軽

一

一

り

冷

え

こ

む

と

い

う

よ

高

血

一

土

や

心

蔵

腐

の

人

土

主

意

を

く

で

も

保

温

の

効

率

札

一

唖

一

[

『

i
「
ト
人

J

J

口
H
は
ず
列

/
L

ノ

f
k
、v
t
三

d

F

H

な
具
合
に
な
り
ま
す
o

p

の
よ
い
も
の
を
選
ん
康
骨

一

こ

の

よ

う

に

寒

暖

の

疲

労

や

精

神

的

な

ス

ト

レ

ス

の

解

消

だ

り

、

日

に

干

し

た

り

官

…

。
ま
曲

一
差
の
激
し
い
時
は
、
病
人
や
わ
年
寄
春
の
よ
う
な
陽
気
が
何
日
か
続
く
と
、
す
る
の
も
一
つ
の
方
法
で
す

o

u
一

…
り
な
ど
身
体
の
弱
い
人
は
、
そ
の
気
案
外
気
持
ち
も
身
体
も
緊
張
が
と
け
て
疲
労
や
精
神
的
な
ス
ト
レ
ス
利
一

候
に
順
応
し
に
く
し
ま
い
、
寒
さ
が
ぶ
り
返
し
た
時
に
は
も
、
度
を
過
ぎ
る
と
脳
血
管
や
心
灯
一

一

く

、

か

ぜ

を

ひ

き

過

度

の

緊

張

、

が

加

わ

っ

て

脳

血

管

や

臓

に

非

常

な

負

担

を

か

け

る

こ

叫

一

一

や

す

く

な

っ

た

り

、

心

臓

が

そ

の

負

担

に

耐

え

ら

れ

な

く

な

と

に

な

り

ま

す

。

こ

の

よ

う

な

川

…

…

異

常

を

覚

え

る

こ

っ

て

し

ま

い

ま

す

。

気

温

差

の

あ

る

場

こ

と

に

注

意

を

し

て

こ

の

不

安

ι
一

」
d

J

e

一

と

が

あ

り

ま

す

。

所

、

居

聞

か

ら

廊

下

、

浴

室

、

脱

衣

室

、

定

な

時

期

も

無

事

に

過

ご

し

て

る

日

へ骨

一

健

康

な

人

で

さ

便

所

、

屋

内

か

ら

屋

外

、

ふ

と

ん

の

中

か

下

さ

い

。

(

保

健

婦

・

原

問

)

'

日

4

i

4

i

l

o

g

-

-

E

1

I

1

I

P

-

-

L

 

皮
膚
の
状
態
は
四
季
の
移
り
変
わ
り

に
応
り
て
、
少
し
ず
つ
変
化
し
て
い
ま

す
。
寒
い
季
節
に
な
る
と
、
毛
穴
も
汗

の
穴
も
閉
じ
、
皮
膚
の
ア
ブ
ラ
は
粘
っ

こ
く
な
っ
て
、
皮
膚
に
出
に
く
く
な
り

ま
す
。
そ
の
う
え
、
大
気
中
の
湿
度
の

低
く
な
る
表
日
本
で
は
、
角
層
中
の
水

分
が
大
気
中
へ
奪
わ
れ
、
肌
が
乾
燥
気

味
に
な
り
ま
す
。

皮
膚
の
老
化
を
早

め
る
冬
の
低
湿
度

盟国盛田ヘルスアイ還翠電園田園田-

わ
ゆ
る
混
合
肌
の
状
態
を
呈
し
ま
す
。

荒
れ
性
の
人
は
ハ
タ
ケ
の
よ
う
に
皮
が

む
け
、
小
ジ
ワ
が
よ
り
、
ヒ
ピ
ワ
レ
を

生
じ
ま
す
。
日
本
の
冬
は
皮
膚
の
健
康

に
と
っ
て
よ
く
な
い
季
節
で
す
。
自
分

の
肌
に
合
っ
た
正
し
い
ス
キ
ン
ケ
ア
に

よ
っ
て
、
厳
し
い
環
境
か
ら
肌
を
守
り
、

皮
膚
の
健
康
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。
夏
の

紫
外
線
と
冬
の
低
湿
度
は
、
皮
膚
の
老

化
を
早
め
る
最
大
の
敵
な
の
で
す
。

湿
度
五

O
%を
切

h

ち
井
小
い
よ
〉
フ
に

で
す
。
角
層
は
普
通
二
O
な
い
し
二
五

%
の
水
分
を
保
ち
、
み
ず
み
ず
し
い
肌

を
一
不
し
ま
す
。

大
気
が
乾
燥
す
る
と
、
角
層
か
ら
水

分
が
奪
わ
れ
、
乾
燥
肌
に
な
る
の
で
す
。

湿
度
が
四
O
%
以
下
に
な
る
と
、
健
康

な
肌
で
も
乾
燥
肌
に
な
り
ま
す
。
湿
度

が
五
O
%
を
切
る
と
、
皮
膚
膜
は
角
層

か
ら
水
分
が
絶
た
な
い
よ
う
に
防
ぐ
役

目
を
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
皮
膚
膜
の

主
成
分
で
あ
る
毛
穴
か
ら
分
泌
さ
れ
る

皮
脂
も
、
気
温
の
低
い
冬
は
粘
っ
こ
く
、

皮
表
へ
出
る
量
が
減
り
、
油
分
が
少
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。
低
温
低
湿
が
重
な

っ
て
肌
の
状
態
を
悪
く
す
る
の
で
す
。

入
浴
は
せ
っ
け
ん

使
用
を
抑
え
る

お
風

呂
に
入

っ
て
温

宇
雪
合
弁
)
、

毛
穴
も

汗
の
穴

も

開

き

、

¥¥
 

粘

つ

こ

¥

、

¥

か
っ
た
皮
脂
は
柔
ら
か
く
な
っ
て
、
皮

表
へ
流
れ
出
ま
す
。
汗
も
盛
ん
に
出
、

皮
膚
の
血
行
も
よ
く
な
り
、
健
康
な
肌

を
取
り
戻
せ
ま
す
。
日
本
人
の
ふ
ろ
好

き
は
有
名
で
す
が
、
入
浴
は
寒
い
季
節

に
お
け
る
ス
キ
ン
ケ
ア
に
欠
か
せ
な
い

皮
膚
の
健
康
法
な
の
で
す
。
し
か
し
、

入
浴
の
た
び
に
全
身
を
せ
っ
け
ん
で
洗

い
、
シ
ャ
ン
プ
ー
を
す
る
の
は
考
え
も

の
で
す
。
案
、
い
季
節
で
は
、
湯
ざ
め
と

と
も
に
皮
脂
の
分
泌
が
減
り
、
正
常
な

皮
脂
膜
が
で
き
る
の
に
長
時
間
を
要
し

ま
す
。
そ
の
問
、
角
層
か
ら
水
分
が
奪

わ
れ
、
乾
燥
肌
に
な
り
ま
す
。
そ
の
う

え
、
ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
と
部
屋
暖
房
の
普

及
で
、
密
閉
さ
れ
た
部
屋
の
湿
度
は
、

外
気
中
よ
り
も
低
く
、
五
O
%
を
切
れ

る
こ
と
が
し
ば
し
ば
で
す
。
中
間
肌
の

人
は
、
せ
っ
け
ん
の
使
用
を
わ
き
の
下

ゃ
、
ま
た
の
と
こ
ろ
な
ど
皮
脂
の
分
泌

の
多
い
場
所
に
限
り
、
全
身
を
洗
う
の

は
週
二

1
三
回
に
控
え
ね
ば
な
り
ま
せ

ん。
江
戸
時
代
の
庶
民
は
石
け
ん
を
使
わ

ず
、
日
本
手
ぬ
ぐ
い
で
ア
カ
を
こ
す
り

落
と
し
た
だ
け
で
し
た
。
こ
の
方
法
で

す
と
、
皮
脂
は
余
分
に
と
ら
れ
ま
せ
ん

か
ら
、
健
康
な
肌
を
保
て
た
の
で
す
。

毎
日
入
浴
し
、
せ
っ
け
ん
の
使
用
を
制

限
し
、
部
屋
の
加
湿
に
注
意
し
て
、
湿

度
が
五
O
%
を
切
れ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
・
7
。

安
め
ま
い
は
血
圧
に
関
係
が
あ
る
か

軽
度
か
ら
中
程
度
の
普
通
の
高
血
圧

(
本
態
性
高
血
圧
)
の
場
合
に
、
め
ま

い
が
初
発
症
状
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
脳
の
動
脈
硬
化
に
よ
っ

て
、
脳
に
行
く
血
液
の
流
れ
が
悪
く
な

る
こ
と
が
原
因
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

後
頭
部
痛
、
耳
鳴
り
、
疲
労
感
な
ど
を

伴
う
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
し
か
し
、

日
本
で
は
、
高
血
圧
に
関
す
る
知
識
が

進
ん
で
い
る
た
め
か
、
い
ろ
い
ろ
な
症

状
の
出
る
前
に
、
検
診
な
ど
で
高
血
圧

症
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
て
い
る
場

合
の
方
が
、
か
な
り
多
い
よ
う
で
す
。

一
方
、
低
血
圧
症
の
場
合
に
も
、
め
ま

い
が
起
こ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
に
は
、

じ
っ
と
し
て
い
て
周
囲
が
グ
ル
グ
ル
回

る
め
ま
い
で
は
な
く
、
い
わ
ゆ
る
立
ち

く
ら
み
が
多
い
よ
う
で
す
。

品
開
貧
血
は
血
液
の
量
が
減
少
す
る
の
か

貧
血
は
、
医
学
的
に
は
、
血
液
の
中

に
含
ま
れ
て
い
る
血
色
素
、
す
な
わ
ち

ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
の
量
が
減
少
し
て
い
る

状
態
を
舌
守
7
わ
け
で
、
血
液
の
量
と
は

直
接
の
関
係
は
あ
り
ま
せ
ん
。

血
液
は
、
赤
血
球
、
白
血
球
な
ど
の

血
液
成
分
と
、
液
体
で
あ
る
血
し
ょ
う

か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
全
体
で
体

重
の
十
三
分
の
一
の
量
が
あ
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
一
定
の
量
に
保
と
う
と

す
る
生
体
の
力
は
か
な
り
強
く
、
減
少

す
る
こ
と
は
、
急
激
な
出
血
や
脱
水
以

外
で
は
極
め
て
ま
れ
で
す
。
一
方
、
慢

性
的
な
出
血
で
は
、
赤
血
球
の
補
充
さ

れ
る
の
が
最
も
遅
く
、
従
っ
て
、
他
の

成
分
は
正
常
な
の
に
、
赤
血
球
と
そ
れ

に
含
ま
れ
る
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
が
不
足
し

た
貧
血
が
起
こ
る
わ
け
で
す
。
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十

二

月

一

干

口

四
日
、
長
浜
町
口

体
育
館
で
、
長
「
一

浜
保
育
所
の
園
二

児
お
よ
そ
八
十
「
一

四
人
が
参
加
し
一
)

で
、
ク
リ
ス
マ
「
一

ス
パ
ー
テ
ィ
J

乞

ι

一一

開
催
。
子
供
た
f

一一

ち
の
踊
り
や
歌

「一

を
ひ
と
臼
み
よ

(

一

う
と
つ
め
か
け

「一

た
わ
母
さ
ん
達

コ
、
，
丸
山
〉

'
-
2
門
一

法
半
、
圭
h
i
ぺ
ト
ト
巨
茸

後
ま
で
見
守
つ
日

て

い

た

。

[

]

ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ

ー
長
浜
保
育
所
1

町の歴史・ルポ

口
口
口
口
口
口
口
七
口
円

とス露びさ前
きのし方ん奥
を楽てやでの
哩しグ手ゴ入
子いリ品マ船
とひスもの好人こたらがンレススネ交じ和
7::' とマ披遊留はの。れ贈トゼプマ児さ小十

童ん学二
ーが校月
人現に二
ひわサ十
とれン五
りで夕日
に、 σ〉
_，全あ、大
一
た
き
ゴ

勺ア

ロコ
ク
1) 

たたきゴマをプレゼント

~大和小学校~

昭
和
五
十
七
年
の
成
人
式
が
、
一
月
十
五
日
、

町
体
育
館
で
行
な
わ
れ
、
男
子
七
十
八
人
、
女

子
八
十
五
人
の
あ
わ
せ
で
百
六
十
三
人
が
新
成

人
と
な
っ
た
。
式
典
の
あ
と
、
藤
田
哲
朗
さ
ん
、

菊
地
博
幸
さ
ん
、

高
木
厚
子
さ
ん
、

宮
岡
恭
子
さ
ん
の

意
見
発
表
が
あ
り
、

記
念
講
演
や
モ
チ

ッ
キ
な
ど
で
新
成

人
の
門
出
を
祝
っ

た。
!) 

」与~ø
口
仁]

口
亡]

亡]

口
口

口
仁ゴ

口

新成人に 163人

式~人~成

子
供
と
タ

コ
作
り

口口口口口口口口口口口口口口口 f
つもお競での作しゃっい今開て百
て主主母争 J グりがんeでつ回催幼人一
楽心さを三ラ、たなアしはさ児が月
しにん演コウ小だどラよ親れ学参十
へか九 EiOン学このレに子た級加二
弓ぇ五弓 jyド校をひちなが 0 がし日

大
手日
公
民
館 1
て:大
土手口
母幼
宇児

正室
長十
わ
よ
そ

戦
国
時
代
は
そ
の
名
の
ご
と
く
、

一
全
国
に
大
小
群
雄
が
割
拠
し
、
弱
肉

一
強
食
の
戦
争
が
百
年
ほ
ど
続
い
た
の

で
あ
る
。

喜
多
郡
に
お
い
て
も
、
内
乱
を
鎮

一
定
す
る
に
足
る
武
将
が
な
く
、
各
地

に
土
豪
が
割
拠
し
て
、
攻
戦
防
御
の

一
備
え
に
大
小
三
百
有
余
の
城
砦
が
増

日
築
さ
れ
て
い
る
。

長
浜
町
に
も
十
九
の
城
砦
跡
が
あ

り
、
そ
の
昔
を
し
の
ば
せ
て
い
る
。

一
@
長
浜
城
(
沖
の
城
・
長
浜
)
:
今
の

一
役
場
、
高
等
学
校
の
あ
た
り
、
城
主

一
大
津
賀
信
濃
守
の
位
牌
が
阿
弥
陀
寺

に
あ
り
、
出
来
町
に
正
石
大
権
現
と

一
し
て
杷
る
。

@
住
吉
砦
長
浜
城
の
砦
、
城
主
不

一
明
。@
水
噛
城
(
出
海
)
:
兵
藤
権
守

一
頼
重
以
来
十
六
代
に
わ
た
る
拠

…
城
で
、
出
海
・
兵
藤
家
の
先
祖

で
あ
る
。

…
@
と
ぎ
の
城
(
櫛
生
)
:
・
出
雲
兵

庫
守
の
支
城
で
城
主
不
詳
。

一
嘩
大
陰
城
(
下
須
戒
)
・
作
太
小

浦
に
は
矢
野
常
陸
守
の
五
輪
の

…
墳
墓
が
あ
る
。

@
元
懸
城
(
穂
積
)
・
津
々
喜
谷

一
の
属
将
二
宮
掃
部
助
正
重
の
居

一
城
。@
笠
間
城
(
豊
茂
)
:
宇
都
宮
正

綱
の
居
城
、
宇
都
宮
神
社
は
そ

一
の
祖
父
を
紀
る
。

@
花
林
城
(
豊
茂
)
・
:
正
綱
の
祖

父
宇
都
宮
宣
綱
の
城
で
あ
る
。

@
永
田
砦
(
豊
茂
)
・
笠
間
城
の

一
属
砦
。

@
米
之
砦
(
豊
茂
)
:
・
右
に
同
じ
。

@
古
城
(
豊
茂
)
・
南
方
大
和
守
親
安
の

属
域
。

@
鎌
田
館
(
白
滝
)
:
-
津
々
喜
谷
の
属
将

ら
の
居
館
。

@
蒲
木
館
(
白
滝
)
:
-
右
に
同
じ
。

@
石
堂
城
(
戒
川
)
・
石
堂
左
馬
介
、
同

与
三
右
衛
門
の
居
城
。

血
智
成
能
城
(
戒
川
)
成
能
西
悌
入
道
の

居
城
。

@
御
在
家
館
(
戒
川
)
・
:
津
々
喜
谷
の
家

臣
御
在
家
太
夫
ら
の
居
館
。

@
滝
山
城
(
戒
川
)
:
回
風
呂
喜
城
と
も

い
う
。
七
代
約
二
二

O
年
余
年
に
わ
た

り
居
住
す
る
o
A
7
坊
・
久
保
家
の
先
祖
。

@
古
城
(
柴
)
・
:
不
詳
。

@
御
曹
司
城
(
柴
)
:
・
源
義
経
の
居
跡
か
。

こ
れ
ら
は
、
豊
臣
秀
吉
の
天
下
統
一

に
と
も
な
い
、
す
べ
て
下
城
し
た
。

(
長
浜
町
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
・

久
保
七
郎
)

出来町にある正石大権現
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所
得
税
の
確
定
申
告
は

一
一
月
十
六
日
か
も

昭
和
五
十
六
年
分
の
確
定
申
告
は
、

一
一
月
十
六
日
か
ら
受
け
付
け
が
始
ま
り

ま
す
。
申
告
期
限
は
三
月
十
五
日
で
す

が
、
期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
税
務
署

は
た
い
へ
ん
混
雑
し
、
落
ち
著
い
て
相

談
で
き
な
か
っ
た
り
、
長
い
時
間
待
っ
て

い
た
だ
く
よ
う
な
こ
と
に
な
り
か
ね
ま

せ
ん
の
で
、
確
定
申
行
は
で
き
る
だ
け
早

く
済
ま
せ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

所
得
税
の
確
定
申
告

を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
人

食
事
業
を
し
で
い
る
人
、
不
動
産
収
入

国
民
年
全
を
追
納
で

き
る
免
除
保
険
料

忘ぷ阻お知らせ・表彰出

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
困
難
な
と
き
は
、
届
け
出
て
免
除
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
免
除
を
受
け
ま
す
と
、
将

来
受
け
る
老
齢
年
金
が
、
保
険
料
を
納

め
た
人
の
三
分
の
一
に
な
っ
て
た
い
へ

ん
不
利
益
で
す
c

そ
の
た
め
に
、
免
除

を
受
け
た
期
間
に
つ
い
て
、
将
来
経
済

的
な
ゆ
と
り
が
で
き
た
と
き
、
保
険
料

を
追
紡
で
き
る
制
度
、
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
追
納
は
過
去
十
年
以
内
の
免
除
期
間

に
つ
い
て
、
当
時
の
保
険
料
額
で
納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
の
免
除
制
度
は
、
任
意

加
入
者
に
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。
く
わ

し
く
は
、
役
場
年
金
係
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

寝室乏喜三

の
あ
る
人
、
土
地
や
建
物
を
売
っ
た
人

で
、
昭
和
五
十
六
年
度
中
の
所
得
の
合

計
額
が
、
基
礎
控
除
、
配
偶
者
控
除
、

扶
養
控
除
な
ど
の
所
得
控
除
の
合
計
額

を
間
唱
え
る
入
。

六
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
給
与
の
年
収
が
一

千
万
円
を
超
え
る
人
、
今
一
か
所
以
上
か

ら
給
与
を
受
け
て
い
る
人
、
給
与
以
外

の
所
得
が
二
十
万
円
を
超
え
る
人
な
ど
。

な
お
、
確
定
申
告
を
し
な
く
て
も
よ

い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
も
雑
損
控
除
、
医

療
費
控
除
、
住
宅
取
得
控
除
な
ど
が
受

け
ら
れ
る
人
は
、
確
定
小
告
を
し
て
税

金
の
還
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

還
付
を
受
け
る
人
の
た
め
に
、
簡
易
な

申
告
書
の
書
き
方
な
ど
で
わ
か
ら
な
い

点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
税
務

署
に
む
尋
ね
く
だ
さ
い
c

寺山火事の季節とご用心火の不始末ミ

2 春の全国火災予防運動 2 月 28 日 ~3 月 13 日

火こ原とが乾 間二%が山全 するく取|そ
のや困も;燃燥こに月に、火国昭。のなり同ろ長
不マをあえしの集か当こ事で、和 もりで時自か
始ツみりや、時中らたのが四五 こ、山にぎつ
末チまます落期し五るう発千十 の山へ、めた
となすすいちはで月三ち生白五 こ火い行る冬
山どとがと菜、けの千、し二年 ろ事〈楽日か
っしつ、、いや空ま四五約ま十に かが人や本ら
た投た出う枯気すか f牛七し件は ら増が山列そ
、け、ば火こ草が。 H が三たの、 でえ多菜島ろ

ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
に
よ
る
も
の
が

ほ
と
ん
ど
で
す
。

「
森
林
は
国
土
の
宝
」
と
い
わ
れ
る

よ
う
に
、
緑
の
山
は
、
水
資
源
の
確
保

や
国
土
を
災
害
か
ら
守
る
役
目
を
果
た

し
て
、
わ
た
し
た
ち
の
生
泌
を
豊
か
に

し
て
く
れ
ま
す
c

ま
た
、
一
方
で
は
、

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
や
憩
の
場
と
し
て

心
を
な
ご
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

し
か
し
、
森
林
が
こ
の
よ
う
な
白
的

で
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
に
は

五
卜
年
、
百
年
と
い
う
長
い
歳
月
が
必

要
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
ひ
と
た
び
山
火
事
が
発

生
す
る
と
、
こ
う
し
た
H

歳
月
と
資
金

と
労
力
H

を
費
し
た
森
林
資
源
が
、
一

瞬
の
う
ち
に
灰
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

一
度
燃
え
で
し
ま
っ
た
山
は
、
建
築

物
な
ど
の
よ
う
に
同
期
間
の
う
ち
に
修

復
で
き
る
と
い
う
も
の
で
以
あ
り
ま
せ

ん
c

植
林
に
始
ま
る
長
い
年
月
と
多
額

の
資
金
、
多
〈
の
人
の
労
力
が
改
め
て

必
要
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
山
火
事
に

よ
っ
て
損
わ
れ
た
景
観
は
、
い
か
に
科

学
の
発
達
し
た
今
日
で
も
、
す
ぐ
に
元

に
戻
す
こ
と
は
不
可
能
で
す
コ
こ
の
よ

う
に
山
火
事
は
、
わ
た
し
た
ち
の
社
会
に

極
め
て
大
き
な
損
失
を

t
た
ら
し
ま
す
。

こ
う
し
た
山
火
事
を
防
ぐ
た
め
、
毎

年
、
春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
の
前
半

一
週
間
(
て
月
二
十
八
日

1
一
二
月
六

H
)

に
、
全
国
山
火
事
予
防
運
動
が
行
な
わ

れ
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
の
葬
ら
?
ν

に
欠
か
せ
な

い
貴
重
な
森
林
を
山
火
事
か
ら
守
る
た

め
に
、
山
で
働
く
人
や
行
楽
で
山
に
出

掛
け
る
人
は
、
次
の
こ
と
を
十
分
気
を
に

つ
け
ま
し
ょ
う
。

@
な
き
火
を
し
た
と
き
ほ
、
後
始
末
を

完
全
に
す
る
乙

⑫
た
ば
こ
の
吹
殻
は
必
ず
消
す
。

@
車
か
ら
た
ぼ
こ
の
級
殻
を
校
げ
捨
て

な
い
。

@
強
風
ま
た
は
乾
燥
時
お
よ
び
枯
草
な

ど
の
あ
る
均
所
で
は
、
マ
ッ
チ
を
使

っ
た
り
、
た
き
火
を
し
な
い
じ

母
子
供
に
火
遊
び
を
さ
せ
な
い
よ
う
注

意
す
る
。

@
火
入
れ
を
す
る
と
き
は
必
ず
許
可
を

受
け
る
。

も
う
-
牛
少
進
め
ま
せ

ん
か
冬
の
省
エ
ネ

二
月
は
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
月
間

H
本
人
一
人
当
た
り
、
一
日
に
約
七

の
石
油
を
使
っ
て
い
る
c

暖
房
と
し
て
の
灯
油
や
L
P
ガ
ス

ば
か
り
で
な
く
、
化
学
繊
縫
や
プ
ラ
ス

チ
ソ
ク
な
ど
の
化
学
士
業
原
料
と
し
て
、

ま
た
、
発
電
設
備
や
白
動
車
を
動
か
す

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
、
石
油
は
わ
た
し

た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え
て
い
ま
す
。
そ

の
石
油
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
(
九
九
・

八
%
)
を
海
外
か
ら
輸
入
し
て
い
る
わ

が
凶
に
と
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
暮
ら
し

を
守
る
た
め
に
欠
か
せ
な
け
の
が
、
石

油
に
代
わ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
と
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
で
す
。

二
月
は
「
省
エ
、
不
ル
ギ
l
月
間
」
で

す
。
あ
ら
ゆ
る
面
で
工
、
不
ル
ギ

l
の
無

駄
を
笥
き
、
で
き
る
限
内
効
来
的
に
使

う
|
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
い
わ
ば
国
民

一
人
ひ
と
り
の
知
恵
と
努
力
と
心
掛
け

に
よ
る
か
純
国
産
エ
ネ
ル
ギ
ー
u

と
も

い
え
ま
す
。

「
も
う
一
歩
進
め
ま
せ
ん
か
冬
の

笥
工
不
」
|
こ
の
機
会
に
、
い
ま
一
度

暮
ら
し
の
中
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い

て
考
え
て
み
た
円
も
の
で
す
。

書
き
損
じ
た
ハ
ガ
キ

は
新
し
い
も
の
と
交

換

で

ま

す

あ
っ
、
い
け
な
い
、
住
所
を
間
違
え

た
年
賀
状
を
書
き
損
じ
た
経
験
は
、

ど
な
た
も
一
度
な
ら
ず
あ
る
こ
と
で
し

ょ
う
。そ
れ
は
と
も
か
く
、
書
雪
山
川
じ
の
ハ

ガ
キ
を
被
い
て
し
ま
っ
た
り
、
く
し
山

く
し
ゃ
に
し
て
ク
ズ
か
ご
に
ポ
イ
と
捨

て
た
り
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

年
賀
状
に
限
ら
ず
、
官
製
ハ
ガ
キ
の

場
合
、
主
で
さ
損
じ
た
も
の
や
多
く
印
刷

し
す
ぎ
て
し
ま
っ
た
あ
い
き
つ
状
な
ど

は
、
郵
便
局
に
持
っ
て
い
ぐ
と
、
新
L

い
ハ
ガ
キ
と
取
り
換
え
て
ぐ
れ
ま
す
。

交
換
子
数
料
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

通

常

は

が

き

一

枚

五

円

往

復

は

が

き

一

枚

十

円

こ
の
ほ
か

η

ミ
ニ
・
レ
タ
l
u

と
呼

ば
れ
る
郵
便
書
簡
も
一
枚
十
円
で
交
換

し
て
く
れ
ま
す
。

愛
媛
県
身
体
障
害
者
更
生
指
導
所

(
手
足
の
不
自
由
な
友
た
ち
が
障
害
を

克
服
し
で
臼
立
更
生
を
指
準
ず
る
)
予

は
、
昭
和
丘
十
七
年
度
の
生
徒
募
集
を

し
て
い
ま
す
。

一
資
格
』
身
体
障
害
者
手
帳
を
宅
っ
て

い
る
手
足
の
不
自
由
な
人

一
入
所
時
期
一
昭
和
瓦
十
七
年
四
月
上

旬
一
手
続
}
役
場
を
通
じ
で
入
所
願
古
を



一
一
川
末
日
ま
で
に
提
出

{
訓
練
期
間
}
一
か
年
。
た
だ
し
期
間

を
延
長
「
る
こ
と
4

も
で
き
ま
す
。

{
指
導
内
容

}ω
機
能
回
復
訓
練
:
・
久
円

種
の
訓
練
用
具
宇
一
間
い
て
の
訓
練
②
機

能
川
復
訓
練
・
:
電
気
、
時
計
、
洋
服
、

洋
裁
、
編
物
、

hγ

イ
プ
一
%
生
活
指
導
訓

練
・
:
規
則
正
し
H

同
体
生
活
、
教
養
講

座
、
ク
ラ
ブ
活
動

{
費
用
一
按
業
料
、
教
材
費
、
寮
費
無

川
什
(
食
費
は
事
情
に
よ
り
自
己
負
担
)

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
役
場
住
民

課
(
一

l
一
一
一
一
)
、
地
方
局
大
洲
出

張
所

(
O八
九
三
二
四
五
一
八
九
)
、

ま
た
は
正
後
更
生
指
導
所
一
口
八
九
九

|
二
五
二
九
五
六
)
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
c

10-

ご
開
催
さ
れ
、
参
加
し
と
三
十
三
人
が

A
級
(
二
段
以
上

)
B
初
(
初
段
以
下
)

に
分
か
れ
ご
対
一
旬
、
の
ど
か
な
ム

l
ド

の
な
か
で
腕
軒
続
一
J
に
。
成
績
は
次
の

通
り
。
〔
囲
碁

A
級
〕
①
大
平
貞
諒
(
長
浜
)

②
谷
間
照
基
(
豊
茂
)
③
中
野
喬
雄
(
下

須
戒
)
④
金
平
憲
(
長
浜
)

(
囲
碁

B
級
〕
①
武
地
政
富
(
白
滝
)

。
重
松
紀
彦
(
長
浜
)
@
藤
枝
広
美
(
長

一
山
)
④
石
田
文
男
(
長
一
点
)

[
将
棋

A
級
〕
①
谷
本
義
春
(
大
洲
市
)

一
三
船
越
重
五
郎
(
大
洲
市
)
③
堺
光
夫

一
一
長
浜
)
④
秀
賢
晴
雄
(
保
内
町
)

〔
将
棋

B
級
〕
一
の
坂
本
田
町
(
長
浜
)
計
一

池
浦
繁
利
(
長
浜
)
①
石
川
出
、
八
へ
長

浜
)
④
矢
野
一
元
村
雄
(
無
事
喜
地
)

大長今黒山沖大

越浜坊 [JJ;Tti: i甫越

久山東京高大西
井田 6 石村

長

男

健

太

二

男

猛

ご
一
女
律
香

長
男
勇
一
郎

長

男

孝

治

長

男

尚

平

三

男

宏

通

耕俊{言俊恭昭
一作男利孝生彦

編

集

後

記

頭〉iz

「有l岸本印刷

つ
い
光
目
新
し
い
年
を
迎
え
た
と
思

っ
た
ら
、
は
や
如
月
(
き
さ
ら
ぎ
)

如
月
と
は
草
木
が
更
生
す
る
こ
と
を
い

い
ま
す
が
、
私
迷
も
新
し
い
年
を
迎
え

る
た
び
に
更
生
し
て
、
職
場
で
、
家
庭

で
生
き
て
い
こ
う
と
し
ま
す
。

あ
る
本
に
次
の
よ
う
な
標
語
が
あ
り

ま
し
た
。
「
働
く
の
で
疲
れ
る
の
で
は

な
い
。
不
満
を
も
っ
て
働
く
か
ら
疲
れ

る
の
だ
」
。
こ
の
標
語
が
示
す
よ
う
に
、

不
満
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
法
で

解
消
し
、
意
欲
を
も
っ
で
仕
事
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
っ

今
年
は
お
だ
や
か
な
幕
あ
げ
ひ
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
が
、
生
活
も
仕
事
も
か

な
り
厳
し
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
が
身
も
心
も
引
き
締
め
て
、
明
る

い
玄
位
、
職
場
、
町
守
つ
く
り
に
取
り
組

み
た
い
も
の
で
す
。

日
開
岬

にト

ロ

川

ト

ノ

フ

は

ilL
朗
帝
さ
ん
の
カ
y
フ
ル

お
く
や
み

日
年
ロ
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

所

氏

名

死

亡

時

年

齢

茂
菊
岡
ヨ
子
ヨ
(
九
一
)

海

浦

上

為

友

(

七

九

)

海

永

沼

カ

ク

ヨ

(

九

O
)

茂

松

田

子

/

(

七

じ

)

浦
浪
木
じ
口
太
郎
(
八
五
/

浦
一
一
パ
合
弁
太
郎
(
七

O
}

滝

新

納

栄

(

七

九

)

滝

児

玉

惰

五

郎

(

七

七

)

花
小
泉
一
冗
徳
(
七
六
)

生
宇
都
広
、
ン
ン
(
八
:
ジ

浦
松
同
校
一
(
八
一
立
)

海

松

村

太

助

二

ハ

七

)

~~~~~ヘ， /'ー¥

八件?中川豊愛長下大ド戒長イ主
情 自1; 全日須洲須
官補 j前日lTr定県浜戎市戒川浜所

氏

名

婚

姻

居

時

年

齢

二

宵

陽

朗

(

二

五

)

裁

問

幸

(

二

一

)

向

井

進

つ

二

)

鎌
田
恵
津
子
つ
二
」

菊

地

投

昇

(

四

一

)

高

左

主

千

二

二

八

)

A
7
西

柴

二

二

O
)

寺

旧

仕

子

三

ヱ

ユ

村

川

異

吾

(

二

七

)

新
江
宏
枝
(
二
一
-
一
)

松

木

信

一

(

二

同

)

清
水
裕
支
子
(
二
四
)

出;中村;~円白白沖沖豊出出塁住
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表
彰

寄

付

ゆ

や

*

ゆ

中

。
長
沿
い
一
川
択
の
味
付
実
き
ん
(
七
一
)

開
会
一
川
村
川
什
の
美
術
」
卜
四
冊
を
中

品
川
三
以
航
凶
君
主
ヘ
。

。
豊
茂
一
一
九
一
い
の
楠
肝
マ
サ
子
さ
ん

(
六
七
)
・
:
モ
チ
米
を
老
人
ホ
ム
山
山

国
ヘ
。

O
松
山
市
の
根
本
嘉
一
さ
ん
:
・
現
金
-

万
円
を
老
人
ホ
ー
ム
白
山
間
へ
つ

管理第
侍苧 33
説記田

坂犬重
本平面
ささ碁
んん空

高安
日警 官

お
誕
生
お
め
で
と
う
H

1月 1U 現在 前月との比較

12，記り人 10人減
人口 (男 6山人)

女 6，735人 勺A

世帯数 3，891世帯 4世倍増

同
年
ロ
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

所

保

護

者

氏

名

続

柄

児

名

浦

上

中

昭

彦

長

交

千

代

茂

山

口

豊

己

長

久

あ

ゆ

み

問

久

保

連

日

比

川

町

慎

吾

人口世帯数

楽しく住みよい町、豊かで働きがし、のある田I

美しい人情と文化の田Iをつくり、人口をふやしましょう

昭和57年2月号

橋田寿賀子作のNH fa.ι 
K大河ドラマ・おんな 吃ゑ
太l閤記が昨年末完結し弘法移;

た。主演女優佐久間良移譲L" i 
子のねね、きだ後の北 ，%，:JA-' i 
政所も:貴品があり申し分なく演じ 1
られたり庶民の娘に生まれ、従-， % 
イ立を授けられて北政所と呼ばれる 1
lニ至ったねね(秀吉はおかかと呼;

んだ)は、当時の女性の出世頭で:

もあった三尺である。閉山となった:

豊臣秀吉の萎として事に当たり、 Z 
正しい思慮分別を失わず戦国青Lffi: l 
を生き抜いえねねl立、昭和の世lこ 3
も通じる賢夫人であったと忠う A ~ 
全盛時代の秀吉l二(上|ー数人の側室;

あり豪華を極め、 7;1識売 I凶えた行 E
動が多かったにも拘わらに冷静 Z
に事の処理に当たり、山吉:をむき 1
出しにしたお茶茶し-t乱れを見せ 1
::tか〉たA また秀吉の実母なかは、:

百件ーを生来の仕事として土に慈し t
もことを好んだ人であったにも拘 5
わらず、世にいう嫁姑のf中l土曜ま 3
じか Jた。豊臣家の地盤国めに妹 2
あさひを離婚させてまで家康に嫁:

がせ、その悲運に泣いたあさひヘ;黒豊沖伎

の心遣い、その夫に対する深い}~， i 
いやり c 家康に対しでも尊敬を失 Z
わぬ立派な態度?接し、家康も，:fti 
政所にlよ品かい心を持ち続けたA % 
秀吉がwりつめた後の人間崩壊、ぶ E
りは広れで、秀次白刃はその悲運:

といえよう。常に対抗し続けた淀;

殿も、秀吉亡き大阪落城の修羅の 1
炎ぴ)中に秀頼と共にその一生を絶;

った O 然し常に良識を失わず、秀吉 3
からも信頼されて居た北政所l土、 Z 
秀吉亡き後も豊臣てた人としと l乃格:

式を持ち、京都高ff与にち、いてそ 1
の生i涯を閉じたのひある う三年76 % 
歳であったA 現在の H木川生l土海;

外にも足を伸ばし、 11山に行動が Z
許される時代となず〉ご L、るが、古 3
い350ijても前の女性がその時代を 3
背負って強く生き政いた、声に出↓

をい力持かな女性の強しミ力とは{可 5

か。おんな太閤記はわれわれ女性 i
に教えてくれたような気が Fる。"
立nJ[のよfi:縫(こたつ)にあたり、まと
た!♂、'，'出した言尺 vである。
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